
　 事後評価の概要は次のとおりである。

1　対象となる事業：平成19年度重点研究事業（研究代表者が本学を退職した場合を除く）49研究課題

2　事後評価の方法：外部有識者（１研究事業あたり2～1名）の書類審査による。（評価件数延べ93件）

3　評価結果の概要：以下のとおり。（図中の数値は件数）

平成19年度重点研究事業の事後評価について

　 県立広島大学重点研究事業の成果などの状況を把握し，今後の研究の更なる発展に資するために，
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各研究事業の事後評価を行った。
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評点２

評点１

概ね目標どおりである
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目標以上達成（進捗）であ
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研究成果の効果
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成果の発表･活用
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実施状況，成果とも不十
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